
日消外会誌 21(8)!2200,1988年

研究速報

はじめに :N‐acetyineuraminic acid(以下 NANA)

は 2お よびβ‐g10bulin分画の糖蛋白質に含まれ,急性

炎症,悪 性腫瘍などで上昇するといわれている。その

上昇に関与する蛋白質の性状は異なることが推測され

ることから大腸癌症pljにおける詳細な糖蛋白質の動態

の追跡を目的として,糖鎖末端にgalactose(以下 GP)

および NANA‐ galactose(以下 NGP)を 有する糖蛋白

質の定量を試みたので報告する。

検索方法および対象 iNANAの 定量はシアル酸テ

ス ト①(極東,東京)を使用し測定した。GPお よび NCP

の測定は既報のように1)galactose‐oxydase, 2単位の

peroxidase, llnMの N‐ethyl‐N‐(β‐hydrOxyethyl)‐

m‐toluidine,4‐aminoantipyrineと検体 を含めてlml

の反応系を一定時間 incubationし,1%Triton‐X100

を 2 ml加 え生成される赤色色素の550nmの 吸光度を

測定することにより行った。検索対象は健常人65例,

大腸癌術前症例14例,癌 再発末期例 7例 の計86711であ

る.手 術前後を検索しえた症例は 7例 である。

結 果 : 健常 人 血 清6 5 4 2 1 1 の検 索 で は N A N A は

66.50±8.97mg/dl, NGPは 168± 0.23mM, CPは

0.17±0.07mMで あった。大腸癌術前症例14例では

NANAは 66.58±13.80mg/dlと健常人 と差果はみら

れず,GPは 0.20±0.09mMと 軽度上昇を示 したが,

NGPは 238± 0 71mMと 有意に高値を示 した (p<

0.001).手術前後を測定しえた 7 allの推移 (図 1)を

みると術後上昇を示した 1例 は術後イレウスを合併し

た症例で他の症例はおおむね下降 した。NANAは

66.58±13.80mg/dlから55.32±24.32mg/dlに,NGP

は2.38±0.71mMか ら1.74±0 69mMに , GPは

0.20±009か ら0.12±0.01mMと 減 少 した。特 に

NGPの 減少が著明であった.再 発末期例では NANA

は,75.70±24.43mg/dl,NCPは 1.96±0 80mMと 高

値を示し,GPヤよ0.13±0.1lmMと ,コ ン トP― タレと″ま
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図 1 手 術前後の推移
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ぼ同程度であった。広範囲な肝転移をきた した症例で

は 3者 ともに低値を示 した,

考察および結語 :悪性化 した細胞では細胞膜の糖蛋

白質,糖 脂質の糖鎖部分は変化するとの報告 より分
,体

液中のシアP糖 蛋白質の糖鎖部分 も変化すると推定 さ

れ ることか ら大腸癌息者21例において今回の検索 を

行 った。大腸癌患者血清中の NGPお よび GPの 増加,

特に NGPの 有意の増加がみ られた.腫 瘍切除術後 に

合併症のみ られない症例では NGP,GPは ともに減少

し,腫 瘍量 との相関が示唆された。癌再発末期例では

NANA,NGPの 増加がみ られたが,広範な肝転移を伴

う末期癌例では,NANA,NGP,GPい ずれ も低値を示

した。

本論文の要旨は第30回日本消化器外科学会総会 (昭和62

年 7月 ,東 京)に おいて発表した。
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